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観光・旅行には

どんな意義と効果があるのか？

観光・旅行には

どんな意義と効果があるのか？

１．観光・旅行の意義と効果



『文化の力』『文化の力』
多様な国や地域の歴史、自然、
伝統、芸能、景観、生活の発掘・
育成・保存振興に寄与

『教育の力』『教育の力』
自然や人とのふれあいを通し、
異文化への理解、家族の絆を
深め、人間形成の機会を提供

『健康の力』『健康の力』
新たな刺激や感動を通じ、
からだやこころの活力と
エネルギーの創造

『経済の力』『経済の力』
旅行・観光産業の発展による
雇用拡大、国や地域の振興、
環境整備・保全などへ貢献

『交流の力』『交流の力』
国際間、地域間における相互理解、
友好促進を通じ、安全で平和な
社会の実現に貢献

『観光、旅行には５つの力がある』
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★観光産業は

旅行業

宿泊・
サービス業

運輸業

観光
土産品業

テーマパーク・
観光施設業

イベント・
コンベンション業

関連団体
NPO法人

行政機関

調査研究
団体

経済団体

公共施設
公共サービス

環境・自然
保護団体

政治団体

学術・文化
団体
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社会教育
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サービス業
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保険業

クレジット
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娯楽・
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施設業
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農林水産業
地域特産
製造業
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サービス業

広告業

新聞・
出版業

写真業

放送業
映像
制作業

道路貨物
運送業

金融業

商社・
貿易業

観光
関連産業

非常に裾野の広い産業

観光産業



観光は様々な地域課題解決の入り口となる
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国内旅行の変化と課題は？国内旅行の変化と課題は？

２．国内旅行の変化と課題



国内観光の
特徴・傾向
ﾏｰｹｯﾄ変化

・大阪万博と旅行大衆化
・円変動相場制と海外旅行増

まず旅行することが目的
化 与えられた観光・旅行
で満足だった時代

・贅沢を知る、背伸びした旅行
・自動車旅行の増加
・海外旅行の大衆化

観光旅行が定着化・個人
志向への傾向

・先行き不安なれど旅行は定着
・個人化、高度化
・懐にあった旅行・高齢化と観光
・若年層の観光離れ

個人が本音で求める観光旅
行

観光開発
スキー
ゴルフ
観光資源
・・・

・経済成長を象徴する遊び・観
光
・定番化しはじめた開発

「皆がするから自分も・・」
の行動価値判断

・大規模化、ファッション化
・バブル投資先としてのﾘｿﾞｰﾄ
・３セクによる観光開発

右肩上がりを前提とした観
光開発

・地域資源とニューツーリズム
・様々な遊び、都市アミューズメ
ントの台頭と競合

新たな供給側の事業ｼｽﾃﾑ
模索

老舗観光地
温泉観光地
宿泊施設

・団体需要に合わせた新増設
・上げ膳据え膳の宿泊スタイル

宿泊産業が観光地を牽引
旅行業の急成長

・旅館の大規模化・装置産業
化と小規模高級化の２極化

宿泊客の内部取り込み化
と温泉街の衰退

・個人・家族・女性客への対応
・旅館サービスと価格への疑問
・残された多大な銀行借り入れ

ﾆｰｽﾞに対応した宿泊ｻｰﾋﾞｽ
模索

社会の動き

・オリンピックと交通ｲﾝﾌﾗ整備

・大阪万博・大規模イベントと
地域への注目

経済復興と
観光量増大への対応

・新幹線、高速道路、連絡橋
等の広域交通網整備
・東京ディズニーランド開業
・リゾート法

官民あげた過度な観光開
発

・低成長・高齢化時代の国づくり
・観光立国実現に向けたアクショ
ン・ プログラム2015
・2020東京五輪の決定
国策としての観光振興へ

～高度経済成長期～ ～バブル期～ ～崩壊後・景気低迷 ＜地域の将来＞

１９６０ １９７０ １９８０ １９９０ ２０００ ２０２０ ～

・
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大量・効率化・与えられた観光の時代

国内観光と観光振興の時代変化・・

7個人の価値に基づく観光 グローバル観光の時代
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低迷する国内宿泊旅行市場

国際人流が拡大する中、近年の国内観光市場は低迷している。2011年から持

ち直しているものの、今後の少子化の影響を見据えて、需要創出のための対

策が必要である。

国民一人当たり国内宿泊観光旅行の回数及び宿泊数の推移（出典：観光庁）

※平成25年（2013年）の数値は暫定

（泊、回）



余暇活動の参加希望率トップ１０の変化 （2014年/2009年）

9出典：日本生産性本部「レジャー白書」より作成

余暇の過ごし方で観光・旅行に対するニーズは根強く高い
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訪日旅行の動向は？訪日旅行の動向は？

３．訪日旅行の動向と外国人観光客が求めるもの
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拡大する国際観光市場

グローバル化の進展により、世界における人流は拡大を続けており、2010年の
9.4億人から倍増し、2030年には18億人を超える見込み。特にアジアの人流
の拡大が著しく、2030年には4.8億人となる見込み。
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＜アジアの国際観光到着人数と総到着人数における割合＞

2010年：1.81億人 （19.3％）

2020年：3.18億人 （23.4％）

2030年：4.80億人 （26.5％）



○2013年の訪日外国人の旅行消費額は、1兆4167億円と推計。
前年（1兆846億円）と比べ30.6％増となり、過去最高額。

○旅行消費額を国籍・地域別にみると、多い順に中国、台湾、韓国。
対前年比の増加率が大きい国はタイ、シンガポールであり、タイは前年比73.7％増の

576億円、シンガポールは前年比68.4％増の311億円となった。

中国

2,759億円
19%

台湾

2,475億円
17%

韓国

1,978億円
14%

米国

1,362億円
10%

香港

1,054億円
7%

タイ

576億円
4%

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ

521億円
4%

英国

329億円
2%

フランス

316億円
2%

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

311億円
2%

カナダ

288億円
2%

ﾏﾚｰｼｱ

256億円
2%

ドイツ

190億円
1%

ロシア

127億円
1%

インド

110億
円
1%

その他

1,516億円
11%

旅行消費額の国籍・地域別構成比
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12

出典：観光庁訪日外国人消費動向調査
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億人泊

日本人と外国人の国内宿泊延べ旅行者数

外国人観光客が急増しているとは言え、国内宿泊旅行全体の10％である。

⇒日本人の国内旅行が重要であることは変わらない

⇒しかし、そのニーズ、動向のの変化に対応できない観光地は低迷する



いま、外国人こそが日本の地域らしい
生活文化をもとめている

14
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これは何？？



いま外国人客に評判の体験・・・・「飛騨里山サイクリング」

http://satoyama-experience.com/jp/

外国人には
素朴な出会いが魅力の
里山サイクリング



出典；JTB総合研究所自主共同調査
「訪日外国人旅行者の行動～自慢したい日本の街や文化～」
http://www.tourism.jp/research/2014/03/japan-guide/

海外からの観光客は
地域の人々との交流を望んでいる

海外の個人客が求める日本の生活文化資源

17



日本の生活・暮らしぶりの中の魅力
「生活文化資源」

地域の生活そのものに魅力が隠れる『生活文化資源』

自然資源人文資源
【例】
富士山、
屋久島、
尾瀬
四万十川 等

【例】
京都・奈良の寺社
仏閣
日光東照宮
白川郷 等

街の界隈・路地を歩く、回遊する

建築や町並みをめぐる

海や川、森など自然にふれる

人を見る、ファッションに触れる

買物や市場をめぐる

味覚・料理・を味わう

芸術・伝統・匠にふれる

祭りや行事を見たり参加する

イブニングライフを楽しむ

清潔さ、
礼儀正しさ、
規則・秩序正しさ、
親切さ、
清貧さ、
責任感の強さ、
丁寧さ、
美意識の高さ・わびさび、
おくゆかしさ、
きめ細かさ
・・・

日本人が持つ様々な観光の場面で

に感心、感動している

「既存の観光資源」

皆
さ
ん
の
地
域
の
中
に

ま
だ
見
過
ご
し
て
い
る

生
活
文
化
資
源
が
あ
る
は
ず

18
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各地の取組み事例に学ぶ各地の取組み事例に学ぶ

４．全国の観光地の取組み事例



日本食のおいしさを支えるものとは？

１）地域と季節感に富んだ多様な食材
◆海◆山◆北◆南◆関東◆関西
◆春◆夏◆秋◆冬

２）テマヒマをかけて作り上げる。
◆稲作農家◆畑作農家◆畜産農家◆漁業

３）素材を活かす調理法とその技術を習得した調理人
◆煮る◆焼く◆蒸す◆揚げる◆〆ル（酢で）◆切る
◆さまざまなジャンルの調理人と仕事への向き合い方

４）加工、保存するという工夫 ～歴史が育んだ生活の知恵～

◆大豆食品（豆腐、あげ、納豆）◆保存食（漬け物、干物、その他）
◆醗酵食品

５）うま味を極める、出汁という技術
◆昆布◆鰹節◆煮干し◆その他出汁◆野菜出汁

６）多彩な味わいを引き出す調味料
◆醤油◆味噌◆塩◆酢◆みりん◆魚醤◆唐辛子◆胡麻

７）繊細な味わいとヘルシーさ
◆水の恵み
◆カロリーのこと◆菜食（精進料理）

日本食は日本人の文化

20

みなさんの当たり前の
「食」を見直してみる



「地方の食」で地域活性化する動きが活発化

http://b-1grandprix.com/

地元の人に定着していない
Ｂ級グルメは続かない
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宿泊施設と地域が連携すれば
ﾋﾞｼﾞﾈｽﾎﾃﾙ＋朝市＋ﾀｸｼｰ＋銭湯

http://www.hachinohe-cb.jp/asaguru/

いまある資源を組み合わせる
だけでもヒットとなる



「しながわ商店街つまみ食いウォーク」

商店街も魅力的な歩く観光の資源となる

○品川区が「品川区観光基本計画」を策定(2005）
○ 観光振興と商店街活性化も兼ねて、両者が連携し、
実験ウォーキングイベントを実施。
→地域の多分野の人が連携するニューツーリズム

○商店街組合→商店有志が自慢の食材を「つまみ食い」
として店頭供出･･･64店舗が参加

○観光協会→「つまみ食いウォーク」として参加募集
参加証、マップ配布、ボランティアガイド
･･･3000人が参加

○沿線電鉄会社→沿線活性化として資金、人手、広報
を分担申し出

２００６年１２月
㈱ツーリズム・マーケティング研究所が計画・プロデュース

楽しさの秘訣は、地元の人
（商店の親爺、おばちゃん）
とのコミュニケーションと発見
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地元通がおすすめするお店
約３０店が対象。各店３０
分で３店舗のはしごを楽し
むプログラム。

まち博後、地元が中心に
なって同様の仕組みを利用
した「池町川浪漫」という
クーポン券をつくった。（ア
サヒビールが協賛）

久留米市の取組み「久留米ほとめきまち旅博覧会」

一見の旅行者が地元の生活の場
入らせてもらえる、体験できる



スタービレッジ阿智「日本一の星空ナイトツアー」の実施

25昼神温泉の旅館若手経営者とスキー場、旅行会社が連携し商品化

単に『きれいな星空を見る』
ことを演出し、感動する場に
地域が連携し実現



「花嫁のれんのまち」のと・七尾～一本杉町町会の取り組み

衰退しつつある商店街である一本杉通り（石川県七尾市）の活性
化のために、古いものを残してまちづくりをしようと、町内の女
将さんグループを中心とした地元住民が決起。

登録有形文化財を、４５０mの一本杉通りに５軒申請して
まちづくりに活用するとともに、幕末から明治時代初期の
頃より加賀藩だけに伝わる花嫁のれんを、一本杉通りの
商家、民家に飾る「花嫁のれん展」を開催。のれんの町とし
て注目され観光客が増大

地域の生活文化を新たな資源・観光コンテンツに

JR西日本、七尾線の観光列車
「花嫁のれん」を10月3月日より運行

移動や交通も「物語化」して
旅の魅力に！！

出典；
http://www.westjr.co.jp/press/article/2014/07/page_5866.html

出典
http://ipponsugi.org/noren/hanayomenoren.html

地域に根付く風習・文化が
外部の人からは感心・感動の
対象となる



持続性ある『産業観光』～秋吉石灰岩コンビナートを巡る～

「産業」「自然」「生活」が調和されながら発展を遂げた地域の個性を「ストーリー」化して、企業ＯＢ
等の「産業観光エスコーター」が参加者に同行し、実体験を交えながら解説した。

＜参加者の特徴＞
・居住地は、山口県内が全体の４分の３を占めた。・平日の催行にもかかわらず30歳代、40歳代の
現役世代の参加が全体の7割。

地域ならではの産業・匠、
インフラも、プロが分かりやすく
伝える



線路よ響け!!いつまでもレールマウンテンバイク「Gattan Go!!」
NPO法人 神岡・町づくりネットワーク（岐阜県飛騨市）

2006年に廃線となった神岡鉄道は地元町民の「心の財産」となっ
ており｢レールを残したい」という深い想いから、「レールを活か
したアトラクションが出来ないか？そして鉄道が走っていた風景
にあえて手を加えず、保存しながら、乗って楽しい乗り物を走ら
せて、これまでに無いレジャーを生み出し、町を元気にできない
か？」という地元有志らのアイデアと熱い想いがあった。

＜取組みの経緯＞

・地元有志のアイディアと熱い思いが廃線を
観光資源に転換して、町の活性化を生み出す。

鉄道廃線を撤去せずに軌道サイクルロードとして活用

地元企業のモノ作りの精神がきっかけとなり、レールマウン
テンバイク（市販のマウンテンバイク２台を鉄道のレール幅
に合せた特製のフレームで固定し、２人でこぐことで前進）
が考案され、鉄路を活かした新たな観光資源、新たな地域
の財産を創出し、保存活動の柱となっている。

28

地域のインフラを違う面で
活用する
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お客さんの立場で旅の過ごし方を考える、商品とする

・子供と自然の中でふれあいたい
・キャンプは良いが、用具・スキルが？
・ママはキャンプより温泉がお望み

すべてを叶える商品



ホンモノの物語であると、他にマネできない魅力となる

『松江ゴーストツアー』

【取組内容】
体験 ①闇を体験することにより、人間本来の五感を再認識

②小泉凡氏の解説で小泉八雲文学を体感、同時に八雲の
ファンづくり

【集客結果】
・当初計画400名に対し363名を集客（催行中止なし）
・人口の限られる島根県内から65％が参加
・県外参加者が岩手県から沖縄県までの広範囲で参加

【集客成功要因】
・斬新なツアーとして、各メディアに情報発信

・ツアーの話題性を活かし、県下の主な美容院３００ヶ所に
話題を提供
・松江城来場者へ（年間２５万人）チラシを配布、
それにより全国へ話題を発信

着地型商品、ニューツーリズム
は意外に近隣マーケット需要
がある！



では皆さんの地域に磨けば宝石となる原石は無いのですか？
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いや！あります！ あるはずです！！

皆さんには当たり前の日常だから
その価値に気が付いてないだけ！！

磨いて輝きだしていても、知られていないだけ！！

例えば横手市増田町の『４６軒も現存し、今も生活している内蔵の街』
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新幹線整備と地域の観光新幹線整備と地域の観光

５．新幹線整備と観光振興



全国新幹線網と湯沢地域のポジション
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鹿児島市の先の指宿、霧島地域の宿泊客をみると

平成23年１月
新燃岳（霧島山）噴火
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新幹線延伸で湯沢地域に呼び込むことは・・可能？

•何もしなくとも、新幹線効果はでる・・が

⇒ただし、新幹線頼みだけでは単年度で終わる

⇒「まず一度は行ってみよう」・・という需要に対して

→「行ってみたら想像以上に良かった・・・」が大切

→遠くて知らない地域だったけど、こんな凄い所だった

→口コミ、SNSで評判は広がる

行った人は・・自分の発見を発信したい、知ってもらいたい
発信を見た人は・・・一度、是非行ってみたい！
⇒⇒新幹線延伸というきっかけで旅行が動機づけられる

皆さんの地域イメージが伝わってません・・白地のキャンパス
インパクトある地域の魅力創造・発信が
『感動の発見』になります！！



新幹線延伸を活かす発想と連携・・・一案として

世界初！新幹線ループ（乗り降り自由パス）の旅とエリアへ

首都圏

福島

仙台

盛岡
大曲

横手

湯沢

山形

感動発見

生活文化資源

二次交通連携

ＪＲ東日本
との連携
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高速交通網整備はひとが訪れやすくなる手段です。
目的ではない！

一つ一つの話題性や感動の素となる生活文化資源を
見直し、磨き、発信すること

持続できる観光客誘客のカギ！！

広域連携や交通網整備で、さらに強化される



ご清聴ありがとうございました
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じっぱり


